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公
文
書
館
の
し
ご
と　

第
3
回

保
存
業
務

　

大
き
な
赤
瓦
の
建
物
が
目
を
ひ
く
沖
縄
県
公
文
書
館
。
展
示
室
や
閲
覧
室
は
誰
で
も
入
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
後
ろ
側
＝
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
は
、
ど
ん
な
作
業
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
シ
リ
ー
ズ
第
３
回
と
な
る
今
回
は
﹁
保
存
﹂
の
し
ご
と
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
す
。

　

高
温
多
湿
な
気
候
条
件
の
も
と

に
あ
る
沖
縄
で
は
、
カ
ビ
の
活
性

化
や
虫
害
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
言

え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
に
よ
っ
て

資
料
が
劣
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
保
存
に
適
し
た
環
境
を

維
持
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
日

頃
の
環
境
チ
ェ
ッ
ク
は
、
地
味
な

が
ら
と
て
も
重
要
な
業
務
で
す
。

　

従
来
は
、
カ
ビ
や
虫
な
ど
の
生

物
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
薬
剤
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
近
年
は

環
境
や
人
体
へ
の
影
響
を
考
慮
し

て
、
で
き
る
だ
け
薬
剤
に
頼
ら
ず

に
予
防
的
措
置
を
と
る「
Ｉ
Ｐ
Ｍ
」

の
手
法
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

虫
や
汚
れ
を
書
庫
に
持
ち
込
ま
な

い
よ
う
、
職
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が

心
が
け
て
い
ま
す
。環
境
管
理
は
、

資
料
の
保
存
業
務
の
一
環
な
の
で

す
。

　

安
全
な
環
境
を
整
え
な
が
ら
、
そ
の
中

で
保
存
し
て
い
る
個
々
の
資
料
の
状
態
を

調
査
し
、
必
要
な
措
置
を
検
討
し
ま
す
。

　

状
態
調
査
で
は
、
劣
化
損
傷
の
度
合
い

を
判
定
し
、
ど
の
よ
う
な
措
置
を
要
す
る

か
判
断
し
ま
す
。
す
べ
て
の
資
料
に
対
し

て
一
斉
に
措
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
措
置
に
と
り
か
か
る
優
先
順
位
を
検

討
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
調
査
に
基
づ

き
、
適
切
な
手
当
て
を
し
て
い
き
ま
す
。

書庫内の温湿度の制御装置やシステムで環境をモニタリングしています。

保存書庫に入れる前に殺虫等の処理をします。書庫に履物の汚れを持ち込まないようにしています。

バグトラップを設置して虫害抑止のためのデータをとります。

補修前に資料の状態をチェックするシートを作成します。

書架の清掃作業、資料をほこりから守ります。

保
存
処
置

環
境
管
理
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原
資
料
か
ら
複
製
物
を
作
り
、
そ
れ
を
利
用
に
供
す
る

こ
と
も
、
保
存
対
策
の
ひ
と
つ
で
す
。
当
館
で
は
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
代
替
化
に
よ
っ
て
、
利
用
に

よ
る
劣
化
か
ら
原
本
を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
の
長
期
保
存
に
は
、
利
用
者
の
み
な
さ

ん
の
協
力
も
不
可
欠
で
す
。
原
資
料
を
閲
覧
す

る
際
に
は
、
丁
寧
に
扱
い
、
清
潔
な
手
や
手
袋

の
使
用
を
心
が
け
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

補強に用いる和紙のテープは繊維がなじむよう手で裂い
て作ります。

破損部分を補修してデジタル化作業に備えます。

紙以外の資料も代替化します。写真はカセットテープ音
源のデジタル化作業。

補修の済んだ資料をスキャンして代替物を作成。

閲覧カウンターで手袋をお貸ししています。

スキャンしたデジタル画像をチェックします。

クリーニングして伸展し、和紙のテープで四方を補強し
ます。

製本補修室での作業

捕虜収容に関する貴重な文書。紙質が悪く破損や変
色が進んでいます

代
替
化

　

ま
た
、
変
色
・
褪
色
が
い
ち
じ
る
し
い
場
合
は
、
早
い
う
ち

に
現
状
を
撮
影
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。代
替
化
計
画
も
、

利
用
頻
度
や
、
媒
体
の
特
質
に
応
じ
て
立
案
し
ま
す
。
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私とアーカイブスⅧ

当
館
は
、
米
国
国
立
公
文
書
館

（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
か
ら
、
沖
縄
戦

や
そ
の
後
の
沖
縄
統
治
に
関
す

る
資
料
を
収
集
し
、
幅
広
く
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
度
は
訪

ね
よ
う
と
い
う
計
画
を
実
現
し

た
お
二
人
に
、
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
見

学
記
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

松原文美さん
津覇美那子さん＝NARA 見学記＝

　

私
達
は
、
公
文
書
館
業
務
に
携

わ
っ
て
い
て
、
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
が
ど
ん
な

と
こ
ろ
な
の
か
関
心
が
あ
り
、
昨
年

十
月
に
現
地
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
か
ら
直
行
バ
ス

で
四
〇
分
の
新
館
（
メ
リ
ー
ラ
ン
ド

州
）
に
向
か
い
、
利
用
証
を
作
成
し

て
閲
覧
室
に
入
る
と
、
ガ
ー
ド
マ
ン

が
行
き
か
う
な
ど
の
厳
し
い
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
資
料

探
し
の
相
談
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
す

が
、
最
終
的
に
は
自
力
で
、
そ
れ
も

紙
の
目
録
で
検
索
し
ま
す
（
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る
の
は
全
体
の

三
％
程
度
と
の
こ
と
）。
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
で

は
利
用
す
る
側
の
ス
キ
ル
が
相
当
に
必

要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
三
階
の
一
角
で

は
、
沖
縄
県
が
進
め
て
い
る
空
中
写
真

の
新
規
収
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

作
業
す
る
現
場
を
見
学
で
き
、
収
集
の

苦
労
を
理
解
で
き
ま
し
た
。

開催中！
9月 2日まで

　

当
館
で
は
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
米
軍
撮
影
空
中
写
真
を
収
集

し
、
閲
覧
室
内
に
画
像
閲
覧
検
索
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
、
利
用

の
便
宜
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年
度
に
シ
ス
テ
ム
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
高
精
細
画
像
三
八
〇
一
枚（
全
九
十
五
コ
ー

ス
）の
空
中
写
真
を
検
索
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
空
中
写
真
に
記
録
さ
れ
た
沖
縄
の
す
が
た
を
紹
介
す

る
資
料
展
を
開
催
中
で
す
。戦
闘
に
よ
っ
て
焦
土
と
化
し
た
沖
縄
、

戦
火
を
免
れ
て
残
っ
た
集
落
の
原
風
景
、
戦
後
の
復
興
や
開
発
で

さ
ら
に
変
貌
を
遂
げ
た
現
在
を
空
中
写
真
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

灰燼の那覇　1945年7月1日　【ON27821 025】

本部町　上本部飛行場跡一帯　1977年11月24日　　
　＊国土地理院所蔵空中写真　【COK771-C17-2】

本部町　上本部飛行場一帯　1946年4月19日【16556 009】
　＊当館所蔵　米軍が建設した飛行場が目立つ

メリーランド州にある新館前で

新館でのフィルムのスキャニング作業

　

新
館
と
は
別
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

の
中
心
地
に
本
館
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
リ
サ
ー
チ
目
的
と
い
う
よ
り
も
、

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に
触
れ
る
体
験
型
展

示
が
楽
し
め
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

映
像
・
音
声
を
十
分
に
活
用
し
て
、
何

度
で
も
行
っ
て
み
た
い
空
間
で
し
た
。

　

展
示
で
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
や
労

働
者
な
ど
も
と
り
上
げ
、
人
権
感
覚
、

主
権
者
意
識
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
印
象
的
で
し
た
。
短
い
訪
問
で

し
た
が
、多
く
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

s
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新
規
公
開
文
書
の
お
知
ら
せ

閲
覧
室
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す

■
沖
縄
県
福
祉
保
健
部
福
祉
・
援
護
課
文
書

 

沖
縄
県
は
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
や
恩
給
法
等
に
基
づ
き
、公
務
上
負
傷
、

疾
病
、
死
亡
し
た
軍
人
軍
属
等
ま
た
は
そ
の

遺
族
に
対
し
て
年
金
や
一
時
金
を
支
給
す
る

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
館
へ
引
渡
さ
れ

た
文
書
を
整
理
し
、
次
の
通
り
目
録
を
公
開

し
ま
し
た
。
個
人
の
受
給
権
に
関
す
る
記
録

で
あ
る
と
と
も
に
、
戦
争
の
実
態
が
検
証
で

き
る
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
文
書
と
言
え

ま
す
。

▼
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
の
援
護
に
関
す

る
文
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
十
七
冊
）

「
準
軍
属
傷
病
者
名
簿
」
や
「
援
護
法
適

格
者
名
簿
」
な
ど
。

▼
戦
闘
参
加
者
に
関
す
る
文
書（

三
十
五
冊 

）

「
戦
闘
参
加
者
該
当
予
定
者
名
簿
」
や
「
戦

闘
参
加
者
申
立
書
」
な
ど
。

▼
旧
軍
人
軍
属
の
復
員
処
理
に
関
す
る
文
書

（
七
十
三
冊
）

「
開
拓
団
名
簿
」「
満
州
・
北
鮮
・
樺
太
千

島
に
お
け
る
日
本
人
の
日
ソ
開
戦
以
後
の

概
況
」「
調
査
票 

旧
軍
人
軍
属
（
サ
イ
パ

ン
島
）」「
日
本
人
墓
地
埋
葬
者
名
簿
（
ソ

連
）」
な
ど
。

▼
障
害
年
金
の
支
給
に
関
す
る
文
書

（
七
十
一
冊
）

 

「
障
害
年
金
裁
定
通
知
書
」
や
「
障
害
年

金
請
求
調
査
書
控
」
な
ど
。

▼
遺
族
年
金
・
遺
族
給
与
金
・

　
　
　
　
　

弔
慰
金
の
支
給
に
関
す
る
文
書　
　
　
　
　
　
　

（
四
十
一
冊
）

「
遺
族
給
与
金･
弔
慰
金
等
請
求
書
類 

裁

定
済
」
や
「
遺
族
年
金
等
未
裁
定
者
連
名

簿
」
な
ど
。

■
沖
縄
関
係
資
料

▼
稲
嶺
一
郎
文
書　
　
　
　
（
二
一
六
〇
冊
）

　

稲
嶺
一
郎
氏
（
一
九
〇
五
年
―
一
九
八
九

年
）
は
、
国
頭
郡
本
部
村
で
生
ま
れ
、
米
軍

統
治
下
の
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
十
五
）
に

琉
球
水
産
連
合
会
長
と
な
り
、
同
年
に
琉
球

石
油
株
式
会
社
を
創
設
し
て
社
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
）
の

国
政
参
加
選
挙
と
翌
年
の
参
議
院
議
員
選
挙

で
当
選
し
、
以
後
十
三
年
間
、
沖
縄
選
出
議

員
と
し
て
沖
縄
振
興
開
発
や
海
洋
博
、
国
際

セ
ン
タ
ー
の
誘
致
な
ど
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
ミ
ス
タ
ー
ア
セ
ア
ン
」
と
呼
ば
れ
、

日
本
の
政
治
家
の
な
か
で
も
東
南
ア
ジ
ア
に

精
通
し
た
外
政
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
文
書
は
元
沖
縄
県
知
事
稲
嶺
惠

一
氏
か
ら
受
贈
し
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら

一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
沖
縄
の
政
治
・

経
済
・
社
会
に
関
す
る
文
書
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。
琉
球
石
油
株
式
会
社
の
事
業
展

開
に
関
す
る
文
書
、
沖
縄
産
業
開
発
関
係
文

書
、
戦
後
の
海
外
移
民
関
連
文
書
、
参
議
院

議
員
時
代
の
沖
縄
振
興
開
発
関
係
文
書
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

▼
徳
田
美
枝
子
文
書
（
四
点
）

　

大
日
本
婦
人
会
沖
縄
県
支
部
の
会
員
だ
っ

た
徳
田
美
枝
子
氏
が
保
管
し
て
い
た
文
書

が
、
ご
子
息
の
山
路
安
清
氏
か
ら
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
早
川
房
子
（
第
二
十
五
代
沖

縄
県
知
事
早
川
元は

じ
め

夫
人
）
か
ら
の
書
簡
、

一
九
四
〇
年
代
の
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
沖
縄

県
立
女
子
工
芸
学
校
愛
国
子
女
団
記
念
写
真

が
あ
り
ま
す
。

ケネディーの新沖縄政策発
表後に、沖縄の経済構造の
抜本的改革について内閣総
理 大 臣 池 田 勇 人 に 宛 て た
稲嶺一郎の意見書（草稿）

【0000030986】 

▼
神
山
長
蔵
文
書　
　
　
　
　
（
十
七
冊
）

　

琉
球
政
府
職
員
と
し
て
日
本
復
帰
記
念
事

業
を
担
当
し
た
神
山
長
蔵
氏
の
ご
遺
族
で
あ

る
福
元
ゆ
か
り
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

復
帰
記
念
式
典
事
務
局
設
置
要
綱
、
記
念
行

事
予
算
概
算
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

沖縄県立女子工芸学校愛国子女団　記念写真　【0000127765】

平
成
二
十
九
年
七
月
～
平
成
三
十
年
二
月
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シマめぐり沖縄
第 8 回 国頭村

　

一
九
五
七
年（
昭
和
三
十
二
）九
月
、
沖

縄
地
方
に
接
近
し
た
台
風
十
四
号
フ
ェ
イ

は
最
大
瞬
間
風
速
六
十
一
・
四
メ
ー
ト
ル

を
記
録
し
ま
し
た
。

　

国
頭
村
で
も
、
伊
地
神
松
や
建
設
中
の

辺
士
名
劇
場
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
、
鏡

地
の
塩
田
が
埋
没
し
て
廃
業
す
る
な
ど
大

き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

写
真
は
、
全
壊
し
た
比
地
の
茶
工
場
。

こ
の
ほ
か
に
鏡
地
、辺
士
名
、宇
良
、伊
地
、

与
那
の
被
害
状
況
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。

　

山
深
い
国
頭
村
内
で
は
、
道
路
の
整
備
が

村
民
の
長
年
の
悲
願
で
し
た
。
一
九
五
六
年

（
昭
和
三
十
一
）に
与
那
―
安
田
、
一
九
六
二

年（
昭
和
三
十
七
）に
辺
戸
―
奥
が
開
通
し
、

バ
ス
の
往
来
や
農
作
物
や
生
活
用
品
等
の

輸
送
が
容
易
と
な
り
ま
し
た
。
奥
―
安
田
の

道
路
は
一
九
六
三
年（
昭
和
三
十
八
）
に
開

通
し
て
軍
道
十
三
号
線
と
連
結
、
夢
の
一
周

道
路
が
完
成
し
て
、「
陸
の
孤
島
」と
言
わ
れ

た
奥
、
楚
洲
、
安
田
の
交
通
難
が
解
消
し
ま

し
た
。

　

住
民
こ
ぞ
っ
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
開
通

式
典
の
様
子
が
、
琉
球
政
府
の
広
報
写
真
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
国
頭
村
役
場
庁
舎

が
老
朽
化
し
、
一
九
五
〇
年（
昭
和
二
十
五
）に

米
軍
政
府
が
瓦
葺
き
庁
舎
を
建
設
し
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
庁
舎
の
劣
化
が
著
し
く
、
村
及
び

議
会
は
、
一
九
六
二
年（
昭
和
三
十
七
）に
委
員

会
を
設
置
し
て
新
庁
舎
建
設
に
動
き
出
し
ま
し

た
。

　

そ
の
趣
意
書
に
は
、
雨
漏
り
や
採
光
不
足
の

状
況
、
執
務
室
も
手
狭
で
、
地
籍
簿
、
土
地
台

帳
な
ど
の
重
要
書
類
の
保
管
室
も
な
く
、
災
害

な
ど
万
が
一
の
場
合
を
考
え
る
と
責
任
重
大
で

あ
る
こ
と
、
新
庁
舎
建
築
費
の
一
部
で
あ
る

三
万
ド
ル
を
借
り
入
れ
、
五
年
以
内
に
村
有
林

野
を
売
却
し
て
償
還
す
る
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
九
六
三
年（
昭
和
三
十
八
）、
二
階
建
て

延
べ
床
面
積
三
〇
〇
坪
の
近
代
的
な
新
庁
舎
が

建
設
さ
れ
、
外
観
は
当
時
の
ま
ま
現
在
も
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　沖縄本島最北端に位置する国頭村は、20の字から成る人口
4,871人の村です（平成29年12月末現在）。村の面積は194.8㎢、
県内市町村では5番目の広さです。その約84％を山林が占め、長
い海岸線とともに描き出される豊かな自然は、まさに「やんばる」
の典型と言えるでしょう。

平
成
三
十
年
三
月
七
日（
水
）～
十
一
日（
日
）

場
所
：
国
頭
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

国
頭
移
動
展

開
催
し
ま
す
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沖縄県公文書館だより Archives 第 54 号

「起債関係書綴」　1962年
琉球政府文書　 【R00002971B】

旅館へんとな
スーツの男性らは琉球政府職員　国頭村辺士名　
1965年5月　琉球政府関係写真資料　043　【012207】

「楚洲で行われた1周線道路開通式典」　1963年4月30日
琉球政府関係写真資料009　【002160】

「フェイ台風国頭村被害状況写真　台風第14号」　1957年9月26日
琉球政府文書　【R00083497B】
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【公文書管理講座】　歴史公文書を災害から守る
12月11日（月）　講師：青木睦　国文学研究資料館　准教授　
「文書を守る為に管理、修復作業が大変な事が分かりました。貴重な文

書を守る為にしっかりとした日常管理が重要で、災害から命も文書も守

らなくてはいけない必要さを実感しました。」（40 代）

【資料保存講習会】　酸性劣化した紙資料の保存修復
11月24日（金）　　講師：飯島正行　（株）Conservation for Identity
「紙がなぜ酸性なのか、劣化するようになるのか、という導入から実際に酸性の

成分を抜く作業に移ったことでとても理解がしやすかった。貴重な資料を自力で

洗浄・脱酸・処理するのは緊張しますが、業者に委託することを含め、紙の劣化

をくい止めるための意識が強まりました。」（20 代）

【上映会２】　日本復帰前の沖縄―映像にみる戦後
10月21日（土）　上映作品①「沖縄」1963年（昭和38）、　②「ドキュメント　
復帰協闘争史」1977年（昭和52） 
「沖縄の歴史については今の若い者にもぜひ見ていただきたい。沖縄は

すばらしい琉球王府時代、苦しい沖縄戦時代があることを写真、映像で

もっとアピールすべきと思います。この様な会はもっとあって良いと思

います。」（60 代）

【公文書活用講座】　米軍作成の沖縄戦関係資料　

9月9日（土）　
「当館所蔵の沖縄戦関係資料の概要」　
  講師：吉嶺昭　（公財）沖縄県文化振興会公文書主任専門員
「米軍作成の記録を活用する視点」　講師：吉浜忍　沖縄国際大学教授

【講演会】　下河辺淳文書に見る「沖縄と日本」の構図　

7月15日（土）　講師：江上能義　琉球大学名誉教授
「県外出身者でここまで沖縄の視点に立って沖縄問題に取り組んだ方が

いたと知って意外に思いました。ですが、沖縄の人と県外の人とでは埋

まらない溝があったことも改めて感じました。」（20 代）

当館主催の講演会等に、多くのみなさまにご参加い
ただき、ありがとうございました。7月以降の行事
に参加したみなさんの声を紹介します。

公文書館で学ぶ！

＊当館ＨＰで近年の講演・講座の動画を視聴できます。
　トップページ＞行事案内＞過去の講演・講座を見る　
　www.archives.pref .okinawa.jp/event _information/on_demand

「米軍資料が沖縄戦の実態を解明するのに画期的な資料なのだととても

よくわかりました。公文書館の利用講座もとてもわかりやすく、勉強

になりました。ぜひ活用したいと思います！」（20 代）
吉浜　忍先生



発行日：平成30年2月14日　編集発行：沖縄県公文書館指定管理者（公財）沖縄県文化振興会 公文書管理課　　
〒901-1105沖縄県島尻郡南風原町字新川148-3　電話：098-888-3875（代表）　098-888-3871（閲覧室直通）　FAX：098-888-3879　

利用案内

▶交通案内：那覇バス　系統番号 1,2,3,4,5,14,15,16　「新川営業所」徒歩3分
　　　　　　東陽バス　系統番号 191「県立南部医療センター前」徒歩10分

沖縄県公文書館だより ARCHIVES  アーカイブズ　第54号

▶開館時間：午前 9時～午後 5時（閲覧申請は午後 4時 30分まで）
▶休館日：月曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）、6月23日（慰霊の日）
▶ 利用について：入館は無料です。書庫内資料の閲覧には「利用証」が必要です。
　「利用証」発行には、現住所が確認できる身分証明書をお持ちください。

資料に関するお問い合わせはこちらまで！

＊駐車スペースが限られていますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。

　北谷町公文書館は、国内初の町立の公文書館として平成4年4月1日に開
館しました。開館25周年を記念して各種の行事が開催され、その一環で
ある公文書館活用講座「アーカイブズで北谷のあゆみを知る」で、当館
の職員も講師を務めました。現在、県内の公文書館は、当館（平成7年開館）
と北谷町の 2館のみです。北谷町の取り組みにならって、市町村の公文
書館設置に向けた動きが広がることが期待されます。

　全史料協（全国歴史資料保存利用機関連絡協議会）は、昭和51年発足、
文書記録を中心とする記録史料を保存し利用に供している機関会員と、個
人会員で構成する全国的な団体です。全史料協は会員相互の連絡と連携を
はかり、研究協議を通じて記録史料の保存利用活動の振興に寄与すること
を目的としています。
　第44回全国大会は、沖縄県市町村自治会館を会場に、平成30年11月8
日と9日の2日間にわたって開催されることとなりました。当館も開催地
として、実り多く地域に開かれた沖縄大会となるよう努める所存です。

北谷町公文書館開館25周年記念事業　
公文書館活用講座

「アーカイブズで北谷のあゆみを知る」

平成29年12月20日、ちゃたんニライセンター講座室
で開催された講座の様子

全史料協全国大会、
沖縄で20年ぶりの開催決定！

平成29年11月10日、第43回神奈川相模原大会会場で
相模原市立公文書館長（左）からリレーを受ける沖縄
県公文書館長（右）

　平成29年12月11日、公文書館の施設や機能をご紹介するバックヤード
ツアーを開催しました。このツアーは、公文書管理講座の内容をより深く
理解していただくため、毎年講座と合わせて実施し好評を得ています。
「公文書館の案内は良かった。保存室や文書の修復作業にはご苦労を感じ

ました。膨大な文書の廃棄作業に労力を要していることもおどろきであっ

た。公文書館は生きた文書管理の要であることが理解できた。」（60 代）

公文書館バックヤードツアーを
開催しました

安里

識名

那覇 与那原

西原

沖縄県公文書館

モノレール首里駅

沖縄自動車道

鳥堀

那覇IC

識名園

那覇市民体育館

那覇バス新川営業所

沖縄県医師会館

国道329号

新川

上間 兼城

新川（南）

県立南部医療センター・
こども医療センター

フィルム・テープ保管庫での説明




